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１．はじめに

筆者らは自然環境において実効的な環境保全計画を立案するために事業の企画・構想段階に適用できる自

然環境評価システムの開発を行ってきた１）。本稿では、このシステムと地形・景観解析や造成設計機能を備

える地域計画設計システムを統合した環境情報システムを応用することによって、地域生態学的視点３）にも

とづき自然、防災、景観、文化的要素を総合的に分析した地域環境評価について報告する。

２．評価方法

今回の評価の目的は面積約 90km２で９割近くを森林資源が

占める緑豊かな町における地域開発構想を検討するための基

礎資料を得ることである。図－１のように開発対象地の選定

迄を行い開発メニューを検討した。検討期間 20 日間という時

間的制約を考慮して既存資料を中心に地域概況を把握した。

動物に関する情報は不十分だったため分析には考慮しなかっ

た。今後、環境保全方針立案の段階で動植物の現地調査を実

施しフィードバックする予定である。一般に企画・構想段階

では検討期間が短期になることが多く効率的な分析、総合、

評価が必要なため、ＣＡＤ、ＧＩＳ、ＣＧアプリケーション

を統合した環境情報システムを構築している。

３．評価結果

図－２は自然、防災、景観、文化の４つの環境要素におい

て選定された保全対象域をオーバーレイしたものである。重なりが多

は現存植生と潜在自然植生の近似性、防災では災害実績・予測、景観で

景勝地、文化ではまとまりのある集落・主要幹線道路・名所旧跡・観

図－３は図－２の結果を総合化したものである。レベル３は各環境要

レベル３を対象にミニ開発を避けるためにある程度まとまった開発適

のＡ～Ｄである。選定されたＡ～Ｄの開発候補地の環境条件を把握す

関連性を考慮して開発条件、開発メニューを整理したものが表－１で

４．まとめ

　本手法は人と地域環境のかかわりにおいて多面的に環境情報を総合

る情報を視覚的に提供することから事業を企画・構想するために有効

設計システムとも連係するため環境保全情報が企画から設計まで一貫
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図－１　地域環境評価プロセス
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注：保全の重要性はレベル１＞２＞３である。

レベル３：その他

レベル２：植生自然度２＋勾配 15°～30°＋文化拠点
　　　　　＋主要尾根線・斜面

レベル１：植生自然度１＋勾配 30°以上＋河川敷＋崖崩れ実績

開発候補地

自然 植生自然度１
植生自然度２
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防災 河川敷
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景観 主要尾根線・斜面

文化拠点文化
図－２　各環境要素の保全対象のオーバーレイ
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図－３　保全対象の総合評価
Ｃ Ｄ
126 60

上部（北／西） 谷地
（南／東／北）

林・竹林 集落・竹林
道路からのア
スの可能性有
計画地両側の沢
ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸ
全が必要。

アクセスが難点。周
辺広葉樹林、既存集
落の持ち味を活か
した計画がポイン
ト

工業団地
団地
ﾄﾘｰﾊﾟｰｸ

郷土観光施設
ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ

ン

観

ニュー

Ｂ


	kyotsu: 　　土木学会第55回年次学術講演会（平成12年9月）
	No: Ⅶ-272　　


